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[研究 1】では、対面個人療法会話について、分析を行っている。[分析 1 ]では、 Th および Cl
の抵抗概念化に関連する指標を抽出し、 rTh が抵抗と見なしたもの」と rCl が抵抗と見なしたも
の」が異なることを見出している。[分析 2 ]では、 Th 抵抗概念化指標として抽出された rCl長
母音間投詞」を詳細に分析し、それを他者発話中に用いる場合、 Th 抵抗概念化に関連することを
見いだしている。これは機能的にあいづちに類することから、つづく[分析 3 ]として、あいづち
の語用論的機能の検討を行ない、 rCl 長母音あいづち」は Th に rClが抵抗している」という現
実を、より強く構成させるとしている。[分析 4 ]ではパス解析により Th 抵抗概念化メカニズムの
検討を行っているが、「長母音あいづ、ち」を Cl 7，)'>用いると Th 抵抗概念化を促進し、一方 Th が用
いると Th 抵抗概念化が抑制されるというメカニズ、ムを見出している。さらに Th により概念化さ
れた「抵抗」への Th 自身の解決努力が Th 抵抗概念化を維持するという悪循環の構造を明らかに
している。[分析 5 ]ではパス解析により Cl 抵抗概念化には Th の「共感不全」が関与しているこ
と、そして rTh が抵抗と見なしたもの」は Cl により概念化された「抵抗」への Cl なりの解決努











に間接的に影響を与えることを見出している。[研究 4] では Th に「抵抗」から「抵抗と見なさ







抗」を一義的に定義するのではなく Identified Resistance 概念を用いて面接ごとに多様な意味を
汲み取る「抵抗を生かすアプローチ」の臨床的意義を示している。
〈論文審査の結果の要旨〉
本論文のテーマはフロイトが最初に指摘した心理療法における「治療抵抗」について、その後
の臨床心理学の流れの中で、の扱いを巡って、総合的な立場から一見解を示そうとしたものである。
フロイト以降の心理療法の展開の中で、抵抗の存在と扱いについて、様々な立場が表明されて
きた。それは著者の指摘どおりであり、とりわけ治療抵抗は「存在する」いや「しない」といっ
た議論が、著者の指摘どおり、やや無反省な素朴な実在論的な地平で行われてきたことに対して、
著者は、構成主義およびシステム理論的な視点から問題を設定している。
著者は実在論的な抵抗概念に代えて、「抵抗とみなされたもの」という概念を提案し、その有効
性を理論的および実証的に検証しようとした。著者は、例えば、「抵抗」とは「誰が見なしたのかJ
という視点を不明確なまま、抵抗概念を実体論的に議論することを批判する。
実証的な検討である複数の研究のうち、 5 つの実験心理学的な事態からなる検討部分があるが、
いずれも読者に、中心の部分では説得力を持つものであった。たとえば治療的な会話事態を実験
的に設定し、来談者役とカウンセラ一役では、すでに抵抗と感じる、および、みなされるものに
違いが生じていることを見出している。しかし歴史的にはカウンセラ一役が感じるそれのみを、
しかも実在する抵抗かのように理論構成していったことを議論に付す。つまり「抵抗」とはいっ
たい「誰がそう見なしたのか」という視点を不明確なまま、抵抗概念を実体論的に議論してきた
のではないかと問題を投げかけ、複数からなる仮説とその実証的な検討で本論文を構成した。
著者は実証的な検討を経てきた上で、論文の最後に、抵抗概念化を導く「暗黙の前提」につい
て議論し、再び「心理療法における抵抗とは何か」を簡潔に検討している。そこでは対面個人療
法の一部と家族療法の抵抗理解とが一致するという研究知見を示すと同時に、単一の療法や学派
の抵抗理解では抵抗概念の全体を網羅的に理解できないことを示している。そして今後も予想さ
れる、セラピーの新たな準拠枠を議論する中で、「抵抗」を一義的に定義するという同じ誤りを犯
すのでのではなく、面接ごとに多様な意味を汲み取る「抵抗を生かすアプローチ」の臨床的意義
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を示すことで、提案をさらに具体的にしている。
審査会では、本論文の構成うち、実証的な部分での詳細で、より注意深い検討を著者に促した
点がある。また理論的な検討部分について、本質的でなないが、さらに慎重な検討の必要を指摘
したところもある。しかし本論文が、心理療法という臨床心理学の柱の一つをとりあげ、その重
要概念である「抵抗」という現象について、既に公刊され一定の評価も得ている複数の実証的な
論文を完成させるという方向で、総合的な見解を示した点は評価に値する。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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